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脊髄障害対麻 痺者の 体 力評価 基準 の作 成
一

中間報 告
一

O 伊佐地　降　大 仲功一、安 岡利　、池出恭 敏

　 （茨 城県立 医療大学付属病 1筅）

【目的 】脊髄 障皆対 麻 痺者 の 体力 テ ス トを標準化 し、普遍 的な体

力 評価 法 を策定 する こ と。
【方法 】医療 体育研 究 会 会員 の 施 設 を中心 に ．外傷 H 脊髄損楊 に

よる 対麻痺 車い す者 を対 象に、同研究会 が作成 した 測定 マ ニ ュ ア

ル に したが っ て 測定をす すめ た。測定種日 は握力、肩腕 力、車い

す 20m 走、リ ピ…トタ
ーン 、車 い す 5分 間走 の 5種 H で ある。平

成 18年度 か ら開始 し、平成 19年9月木現 在三で ．12施 殳 （「記） で

全 150名 （二 分脊 椎 を含 む） の 測定 力行 わ れ た。
【結果】内訳 は男 性 136名、女 性 14名、年齢 15　74歳 （平均 ± 標

準 偏 差 40．7± ユ2．3、lld央 値 39）、残 存髄 節 頸髄 2名、上位 胸 髄

（Thl ・一．6）33名，下 位胸髄 （Th7 ・一一12）74名、腰髄 34名、仙髄 4
名、不明 2 名、受偏 か らの 年数   　 50年 （15．9 ＋ 12S 、14）で あ

っ た c，
　測 定結果 は 握力右 15．O　

一一　73．ekg （・10．8± 12．4、39．0）、左 4．5〜

650　kg （41．8 … IO，9、・d3．9）、肩 腕力押力 6，5 ．− 68，0   （37．0 ：土：13．3、
3．　7．0）、引力 11．O．一一　57．5　kg （32．4± 1⊥．1、31．0）、申二い す 20m 走 5．51
−・．13．M 秒 （7．72⊥ 1．44、7．32）、リ ピートタ

ー
ン J 　19］ロ「（11．1上

2．3、1⊥）、車 い す 5分 間 走 240．0 ・x789．Om （583．0± 97．6、593．4）
で 、い ず れ も正 規分布 を 示 し て い た、、
　 り女の 平均 値 を比 較 する と、T 検 定で すべ て の テス トで 有 意差

を認 め た。年 齢、叉 傷か ら の 年数、残存 髄節 と各測定 値の 間1一有
意 な相関は なか っ た。各測定値聞の す べ て に 有意 な相関が み られ

た　 ス ポ
ー

ツ 歴 と の 関係 で は、受傷後の ス ポ
ー

ツ の 有無で 、い く

つ か の項 1↑に宥 音差 が み ら れ た。
　今 後 早期 ，二 目標 鉱 （200名 〕の 測 定 を 行 い 、2008年度 ま で に標

準化 を進 めて い きた い 、

協 方言代表 （施 設1 ：大 久保 晴美、塚 越 利 巳 σ奇kl県総 合 RC ）、尾

鷲　誠 （神奈 川県 総合 RC 〕、増 田 和茂 〔共 庫 県立総合 RC ｝、河 本

耕
．
（熊木 健康

・
体力づ く りC）、大槻 洋 也 （名 占犀 市総 合 RC ＞、

飯 田美 里 （広 島県立 身体障害者 RC ）、近 藤照彦 （群馬 バ ・ス 大学）、
川 原 田 晴通 〔や す ら ぎの E 温泉病 院）、直屋敷幸江 （ケ アハ ウス 富

谷）、古手 Jl「俊明 （太 陽の 家）、田 迎方夫 （NTT 東 日本fJ　V．病 院）

　　 　 　　 　　 　 　　 ※ R ； TJ ハ ビ リテ
ー

シ ョ ン 　C ：セ ン タ
ー

脊 髄 損 傷者 の 自律 神経 機 能 と下肢 の血 管機能の 関係

〔⊃福 嶋利1「、 （広 島大学大学 院総含科学研 究科｝、
　三木 由美子 （大阪体育大 学大学阮 ス ポーツ 科学研 究不｛・）、
　山崎昌廣 （広島大学大学 院総 合科学研 究科〕、
　 矢祁 京之助 （大阪体育大学大 学院．ス ポ

ー
ツ科学研究i1D

1目 的 1本 研究 の 目 的 は、脊髄 損傷 に伴 い ト
．
肢 の 血 管機 能が 低 下

す る こ と に よ c）て 、自律 神経機 能 L 如何 なる 影響 が及 ぼ され る か

を明 らか に す る こ とで あ っ た v

「
．
方 法 」 被験者 は、脊 髄損 傷 者 （SC 工：113 名 （男 性、年齢 37．8 ±

13，1歳、損 傷 レベ ル T．9　
一一．Lユ、受傷 期 間 1．8　一一・　31．8年

．
） 対照 群 と

して 健常男性 （AB ） ］J
「
　｝
「

（年齢 33，5± 8．3歳 ）で あ っ た。下肢の

血 管 機能 は、静 脈 閉 蛬 体 肢容積 描画 法 を用 い 、右 大腿 部 を 5分 間

虚 血 した 後の 反 応性 充 血 時 の 最高血 淀量 （MBF ） を血 智拡張能力

と して 評価 した。自律神 経機能 〔ANS ＞ は、胸 綿双 極誘導 に よ っ

て 得 られ た 心 電 図 の R−R 問 隔 の ス ペ ク トル 解析 に よ っ て 高周波成

分 （HF ） と低周 波 成 分 （LF〕 に 分 け、　 LF ／ HF をン、感神経活動
〔SNS）、　HF を副交 感神経恬 動 （i）NS） として 評仙 した c

「結果」SCI の PFS と MBF は、加齢 お よ び受傷 期間 と肩 意な 関係

性 か 認 め られ、加齢お よ び受揚期 間に 伴い 低 卜
．
し た 　また、PNS

と MBF の 間 に は有 意 な相 開 関係か 示 され た。っ ま り、PNS が 低

い とMBF も低 く、逆 に PNS が 高い とMBF も高 くな っ た。一
方、

AB につ い て は PNS とMBF との 間に
・
定の 関係が 認め られ な か っ

た。
「考察一IANS は SNS と PNS か ら成 り、｝抗 関係 に あ っ て 互 い の 活

動 を増減 させ る こ とで 恒常性 を維 持す る n 心電 図R−R 間隔の ス ペ

ク トル 解析 を手 が か りと し た本研 究の 結果 に お い て、血 管拡張 能

力を表す MBF の 低下 とPNS の 低 トの 問に 関連性 があ る こ とが 示

峻 された 。

頸髄損傷者 の筋 萎縮 と体組成 に つ い て

○ 田 中利明

　（京都 医健専門学牧、大阪体育大学大学院ス ポ
ー一

ッ 科学耐究科）、
　 山田 陽介 （京都大 学 人学院 入閲環境学研 究科）、
　大 畑 光司 （京 都 大学 医学 部保 健 学科埋 学療法学 専 攻 ）、
　 矢部京之助 （大 阪体育 瓦学大学 院 ス ポ ーツ 科学研 究科）

　項 髄損傷 者で は廃 用性 の 筋 萎縮 に よ り筋蛋 1
「
iが 減少す る と と も

に、1司時 に 体組成 に もなん らか の 変化 が現 われる、，頂髄預 傷者 の

部位別萎縮 率変化を 刀べ た もの は 少な く、上 下肢に お い て 前面 と

後 面、ある い は 大腿 と下 腿 に筋 萎縮宰 に 差 は thる か を調 べ る こ と

は、一
般 的な廃 用性筋萎縮 の 特徴 を知 る上 て も息味が ある。また、

頸髄 損傷者 の 体組成 を知 る こ と は 坦 髄損 傷者 が 安全 に 運動 をす る

こ とft、健康 を保持 した生 活 をす る i二で 重 要な 資料 とな る。被験

者は≡頁髄6番 毛 全損｛勿 男竹 （c巳rvlca ］SCI｝ 8名で あ る c コ ン トロ

ー・
ル 群 は 健康 な

．一
般 男性 （CON ） 8 名 を抽 出 した。　 B モ

ー・
ド方式

超音波画像診 断装置 を川 い て 身体 9部 位の 筋厚 を計 測 し た　 また、
体 組成 測定は 多周波 数バ イオ イ V ピー

ダ ン ス （BIA ｝法 を 用 い 、
全 身、下 肢 、上 肢の 細 胞内液 （1CW ） と細 胞 外液 （ECW ）、総 水

分量 を測 定 した，，筋厚 測定 結果で は頸 髄損傷 者は 健、請 に比 べ て

全体 に Jcきな筋萎縮 が見 られた。筋量 の 減 少 を見る と、頸髄損傷

者 ｝ 「肢の 減 少が 大 き く、そ の 中 で も下 腿 の 筋量 城 少寧が 大 き く

な っ て い た。部位 別 に よ る 萎縮率 を 見 る と、EwrNu部 1 萎縮 は 見

ら れ な い が、上 腕後部は 45．9％ の 筋萎縮が 見 られ た 。 前 腕側部 も

43 ．1 ％ の 筋 萎縮 が 見 られ た。下 腿 後 謂、大 腿 後部 の 姜 縮 4 は

56．2％、45．8％ と1111等の 筋萎 縮 が 見 られ る が、下 腿 前部、大腿 前

部 の 萎縮 は 29．7　、30．6％ と萎 縮率 が
．
ドが っ て い る。こ の こ とは

下肢 に spasticity 力 彡 く起 きる ため、萎縮率が 1・
』
が っ た の で は な

い か と考 え られ る。体 組 成 は全 身筋量 の 減 ♪ に伴 ・
〕 て 、全 身 の

IGW は 低 卜
．
す る が、　 ECW の 低 ドは あ ま り見 られ ず、総水分量 に

対す る 上CW の 割合が 、頸 凶損傷者 で は 小 さい こ とが 明 ら かに な っ

た。さ らに 、頸 π創員傷 者で は ICW の 占め る割 合 は、上 肢 よ り も ト
．

肢で よ り低 値を 示 した，，この こ とは 頸髄損傷 後で は、廃用性 の筋

萎縮が生 じる と同時 に、体 水分の 細 胞内外 液分 布の 状 態力 変 わ る

こ と を表 して い る。頸髄 損傷 者 は
．
ド肢 に ECW が 捜 性的 に 貯 留 し

て い る、い わ ば浮腫 状態 に あ る と考えられ る 、，

腕 クラ ン ク運動 負荷 試験 は心肺予 備 能の 評 価が 可能 か ？

○ 渡辺 紳
．、松尾　崇、高橋 勝美、坂 元孝 子 （神 奈川 工 科大学 ）、

　 長山美穂 （社 会医学技術 学 院 L
　露 木和夫、木 月康雄、矢野榑 義、海老根東雄

　 （小 匚F 原循環器 病院）、
　砂 川憲彦 （東京 鮭康科学専 門学 校）

【は じめ に】下 肢 運動 機 能障 害者 の 心配予 備能。下価 に は、上肢工

（1．7）17
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ル ゴ メ
ー

タ
ー．t

を用 い た 腕 ク ラ ン ク運 動負荷 試験力 実 施 さ れ て い る

が 、トレ ッ ドミ ル 走 の よ うな 全 身 運動 で は な い た め、対象 善の 心

配 予備 能 を過小 1汁
乙価 す る可 能性が ある 。 そ こ で 自転車駆動 な らび

に 腕 ク ラ ン ク 運動で 得 ら れ る 心配予備 能 の 各指標 を 比較 し、腕 ク

ラ ン ク運動 は 心肺 予備能評価が 可 能か ど 弓か を倹証 した

【方法】対
’
象 6は健 常男子大 ￥

”
　di　18 名 （20　

一一一　22歳）の 志願者 と し、
自転車 エ ル ゴ メ ータ ーならび に腕 ク ラ ン ク 運動賃荷 試験 を最 大 努

力 まで 実 施 さ せ た。プ ロ ト コ
ー

ル に は い ずれ も連 続的漸 増法 を怺

用 し、呼気 ガ ス 分析 を丁亅っ た n また達動負荷中 ［一は心拍数をモ ニ

タ
ー

した。
【粘果お よび 考察】宀転車駆動 で 得 られ た最 大酸素摂収 量（i，「o，max 〕

と、腕 ク ラ ン ク 運動で 得 ら れ た 酸素摂収 單の 最高値 （iJOmcak）、
運 動 時 心 拍 数 増 加 曲 線 勾 配 〔工

一ECOH ）、酸 素 摂 取 効 率 勾 配

（OUES ） との 間に は、い ず れ も有意 な 相 関関係 は認 め られ なか っ

た （それ ぞれ r
＝0．079、0281、e．045川 こ れ らの 結 果か ら、腕 ク

ラ ン ク 運動負荷武験で 得 られ る生 嬋 学 的な 指慓は、対象 者 の 真 の

心 肺 予備能 を現 して い な い こ とが 示唆 さ れ ノ
1

今 後 は 腕 ク ラ ン ク

運 動負荷 試 験 にお け る新 た な心 肺 」二備能 評価 の 指標 を探 す か、も

し くは 別の 運動負 荷方法 を考 え て い きた い 。

達検査 をヂ施 した。
3 ．結 果及 び考察

　運 動課題検査 で は 24名中8名 〔：33％ ）が失敗 した。簡 単な走運

動 で も予本 を見 る とい う視覚情報 を得 た だ け で は運 動 が 行 え な い

ケ
ー

ス が い る こ とが 明 らか に さ れ た。2 囘 目の 試行で は失敗 は2 名

に 減 少 した こ とか ら、視覚情報 の 記憶 や ワ
ー

キ ン グ メモ リ に 課題

が あ る と考 え られ る。方向概 恋 検査 で は 24 名 中 12名 〔50 ％ ） の

生 徒 が 誅 答 を示 し、力向概念 の 形劇 叩果題が 認め られ た 。 運動課
遼 検査 で 失敗 し た 8 名中 7名 が 力 向概 念検 査 で誤 答 を示 した 者で

ある。ま た、フ ロ ス ァ ィ ッ グ視知 覚発達 検査 の 結果 は、6名全．員
力 空 間 の 知 覚 に障 害 が 認 め ら れ た。運 動 課題 検 査 との 関 係で は 6

名 申4名が 人敗で あ っ た　空間の 把握 に は方向 を論琿 的に理 解 し、
併 せ て 視 覚 に よ り目標 （人や 物） を 正 し く捉 え る こ とが 大切で あ

る が 、方 向概念 の 末形成 や視 知 覚 障害が 視覚情報 に よ る連 動の 理

解 に 影響 を及 ぼ して い る と思 わ れ る 。 以 上 の 結 果か ら、肢休 不 自

出児カ ビ手 に 運動 で きない 要因 に は、身体の 動 か し に くさ だ け で

な く視覚．膺鞭 の 記憶 や ワ
ー

キ ン グ メ モ リの 課 題 鉛 よ び空 間の 認知

の 課題 （方白概念 の 未形 成や 視知 覚陣害）が
一

因 と な っ て い る こ

とが 推察 され た，

頸髄損傷 者の プ ッ シ ン グ ピーク トル ク と起 き上が り動作

につ い て の一考察 （第 2 報）

高齢者 に お け る森林散策が 生理
・心理 学的効果 に及 ぼ す

影響の 検討

浅野 主司 （囚立 別府所 度障害者 セ ン タ
・一
　哩学療法十 ） ○近藤 照彦、武 旧 亨史、小林 　功 〔群馬 パ

・一・
ス 大 学保健 評学部 、

【は じめ に 】 頸髄 完冷 損 傷 召 に と っ て プ ッ シ ン グ は、基本動作 の

中で 重要 な 位置を 占め て い る。今回 、プ ッ シ ン グ とい う多関節 逆

動 の 等 速性 運動時 の ピーク トル ク を残存 機能 レ ベ ル 別 に げ rE 社製

PRIMUS を用 い 測定 した。また 、長庫 位前屈付 か ら ノ ノ シ ン グ を

利 用 した 起 き上が りの 動作 （以 1・
』
1動 作）の 可台 と ピ・一

ク トル ク

との 関 連性 につ い て 検 t・Jし た。
【対 象 】 肖セ ン タ

ー
に 入 所 中、及 び 退 听 し た 細 籠 恒 傷 に よ る

Frankelの か類 A 〜B の 四肢 麻痺男 性 7S名 と した．六 右 で 残存機

能の 異 な る 者 は 除 外 した。残 存機 能 は、C5、　 C6 残 存 概能 レベ ル

第 7頸 胞 似 トし 7〕 の
「

群 と した 、筋力 測短 は、両 卜肢 を左右 そ

れ ぞ
．
れ

・
肢 1サ ン プル と して カ ウ ン ト した、、

【結果】

1）各残 存機 能 レ ベ ル 別 で ピーク トル クの 平 均1 有意 1．一血 が あ っ

　　 た。
2） C5・C6 に お い て 動作 ∫能 者 と不

．
口」
．
能者 の 間で ピー．一ク トル ク の

　　半均 に 有 意 に差 が あ っ た。
3）C5 とC6、　 C5 とC7 の 間で 動作の 達成 率に有意 L 流 があ っ た。

　　C6 とC7 問に は 、動作 の 達成 亭、＿有意 に 士 は な か っ た、
4）動 作は、プ ッ シ ン グ カ、残存機能と開連 罔三があ る事 ガ 正明 さ

　　 れた u

拷 寡 】頸 髄 損 傷 者 が、プ ッ シ ン グ を ト レ ー
ニ ン 列 一取 り入 れ る

こ とは、重要 で あ るり

肢体不 自由 児の 運動 と空間の 把握 と の 関係
一
方向概念 と視知覚検 査の 結果 か ら一

松浦孝 明 〔筑波 大学附属桐 が 丘 特別支援 学椥

【目的】我 々 は、リラ ク ゼ ーシ n ン な らび に 心身 の 健康 を もた ら

す とさ れ る、森林浴 の † 理
・
心 殫 学的効果 をIli場舸 に お い て 検討

し，こ 。
【対象 と方法】被験者は 、川 場村在住 の 19名の 高齢者 〔男 性ll名、
女性 8名 ）、平均 年 1聆は 、了4 歳 （男 性 7・1 ± 3．5歳、女性 74．9± 2．9
歳） で あ る 。1時 間の 森 林集 団 散 策時 （8 月 17 口、以

．
1・
．
、森林 浴）

の ノく候 ば 曇 り、気温 30℃ か ら 32℃ 、潔 度58％ か ら 60 ％、風 速

Omfsecか ら2m ／
se（ で あ っ た。対 照寧験 群 （以下 、非森 林浴） は、

同 じ被 験 者 の 田 園地 域 1時 間 の 集団 畝朿 （8 月 2⊥日） と した、，
　森 林揮 発性 物質 （以 下、フ i ト ン チ ッ ド）、気 分 プ ロ フ ィ ール

〔Profile　of　Mood 　State： POMS ）、血圧、脈拍数、　PtK活牲細 胞、
血漿 カ テ コ

ー．
ル ア ミ ン （ア ドレ ナ リ ン 、ノ ル ア ドレ ナ リ ン 、ドパ

．ミ ン ）、血 漿 コ ル チ ゾ ール 、血溝ア デ ィ ポ ネク チ ン （すべ て 空腹

野採面
、

森林 浴
・
非森林浴 前後 に 測 定し比 較 した．

【和 果 と考 察】 川場村 に お ける 森 林浴 な ら び に 非森林 浴か ら フ ィ

トン チ ッ ドが 検 出 さ れ た。森 林 浴前 後の み で は 全員 で、POMS 、
血圧お よび ア ドレ ナ リン が有怠 ，こ低 i

．
した。被験 者 19例中 の f例

〔男性 3例 、女 性 3例 ） に林 材浴 に よ りNK 細 胞 活 性 の 増 加 を認 め

た、、他 の 被験者 に は変化 が み ら れず、一
定 の 傾 向 は μ忍め られ な か

っ た、，森林浴前 後にお ける 血清 ア デ ィ ポネ クチ ン の 変 化 は、　 定

の 傾向が 認 め られ な か っ た。
　 フ で トン チ ッ ドお よ び M く網 胞 活性 は、運動 の み な らず、さ ま

ざ ま な 環境 の 変化や 心 理 的要 因で 変動す る こ とが 考え られ、森林

浴 の み に よ る 変化 か ど うか は、今 回の 検 討で は結論 で きな い た め ．
今 後の 研 究 課 題 で ある。
【＃ ｝】川場村 にお ける 森林浴 は、POMS 、カ テ コ

tt．ル ア ミ ン お よ

び コ ル チ ノ
ー

ル の 血 中濃度 を低 ドさせ 、リ ラ クゼ
ー

シ …J ン効果 を

もつ 可 能性 が 示 峻 され た。

1．目 的

　本 耐 究 で は、肢什 不 白rh児が 視覚
．1青報 を頼 りに 運 動す る 上 で ど

の よ うな課題 を生 じ る か、方向概 念 の 形 成 と視 知覚 の 発 達 と の 閲

係 に おい て 整理 し倹討す る こ と を 目 的 と した 。

2 ．方 法

　肢 体不 自 由 を 有 す る 高校生 ZI名 を対 象 こ、運動 諜題検査 〔千本

の 運動 を見 て 3通 りの ス ラ ロ
ーム 走 を

・
ドし く行 う検沓〉、方 向概 念

検 査 （自己 身体 お よ び 他者 身体 を基 準 と した 方 向指小 倹査 ） を実

施 し た。また、痙 直型 脳 性 麻痺の 6 名 に フ ロ ス テ ィ ッ グ視 知 賞発

高 齢者 に お け る胸腰部 回 旋角度 と体力 要素 成績 との 関係

⊂r 島
一

敬 （T葉 工 業大学 大学 院）、
　小 野 　晃 （YMCA 仙祉 ス ポ

ー
ツ 研 究所）、

　越 智 和 枝、艮谷 川 み ど り 1：YMCA 健庁叡祉 専門学校）

【目 的】高齢者 の 日常 生活動作 （ADL ＞は 加齢 と共 O 低下 して い

く。こ の 中 で も、腰 の ひね り動作 （胸腰 誰 回旋角度 〕 は起居動 作
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